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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラオケ楽曲の演奏に伴い録音した歌唱音声のみからなるカラオケ歌唱音声と、カラオ
ケ楽曲の演奏に伴い録画した歌唱動画及び録音した歌唱音声からなるカラオケ歌唱映像と
を公開可能であり、前記歌唱音声のうちのいずれか１つと、前記カラオケ歌唱映像に含ま
れる歌唱動画のうちのいずれか１つとを同期させて再生可能なシステムであって、歌唱音
声録音手段と、歌唱動画録画手段と、カラオケ歌唱映像生成手段と、歌唱態様種別特定手
段と、録音録画データ管理手段と、録音録画データ公開手段と、歌唱音声検索手段と、歌
唱音声データ特定手段と、録音録画データ抽出手段と、歌唱動画特定手段と、録音録画デ
ータ再生手段と、を備え、
　前記歌唱音声録音手段は、楽曲識別情報で特定されるカラオケ楽曲の演奏に伴う歌唱音
声を録音し、
　前記歌唱動画録画手段は、前記カラオケ楽曲の演奏に伴う利用者の歌唱動画を録画し、
　前記カラオケ歌唱映像生成手段は、前記歌唱動画を録画した場合に、当該歌唱動画及び
同時に録音した歌唱音声を関連付けてカラオケ歌唱映像を生成し、
　前記歌唱態様種別特定手段は、任意の利用者が前記歌唱音声を録音する際に、所定のリ
ファレンスデータとの比較に基づき、入力された音声について、少なくとも、男声パート
及び女声パートのいずれかを含む歌唱パート、Ａメロ、Ｂメロ、サビのいずれかを含む歌
唱区間、主旋律及びハモリパートのいずれかを含むボーカル種別、歌唱区間外の音声入力
からなる歌唱態様種別のいずれに該当するかを特定し、
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　前記録音録画データ管理手段は、少なくとも、カラオケ楽曲の楽曲識別情報と、当該カ
ラオケ楽曲のカラオケ歌唱映像又はカラオケ歌唱音声と、前記特定された歌唱態様種別と
を関連付けて、録音録画データベースに登録して管理し、
　前記録音録画データ公開手段は、少なくとも、前記録音録画データベースにて管理され
ているカラオケ楽曲の楽曲識別情報及び歌唱態様種別を検索項目として、前記カラオケ歌
唱映像及び前記カラオケ歌唱音声を検索可能に公開し、
　前記歌唱音声検索手段は、前記公開されたカラオケ歌唱映像及びカラオケ歌唱音声の中
から、利用者により指定された楽曲識別情報と関連付けられたカラオケ歌唱映像及びカラ
オケ歌唱音声を検索し、
　前記歌唱音声データ特定手段は、前記検索されたカラオケ歌唱映像に含まれる歌唱音声
及び前記カラオケ歌唱音声の中から、利用者により指定された歌唱音声又はカラオケ歌唱
音声を特定し、
　前記録音録画データ抽出手段は、前記特定された歌唱音声又はカラオケ歌唱音声の歌唱
態様種別と同一のカラオケ歌唱映像を抽出し、
　前記歌唱動画特定手段は、前記抽出されたカラオケ歌唱映像の中から利用者により指定
されたカラオケ歌唱映像を特定し、
　前記録音録画データ再生手段は、前記利用者により特定された歌唱音声又はカラオケ歌
唱音声を、前記特定されたカラオケ歌唱映像の歌唱音声に代替して、当該カラオケ歌唱映
像を再生する、
ことを特徴とする歌唱音声に対応する歌唱動画選択システム。
【請求項２】
　前記歌唱音声データ特定手段は、前記検索されたカラオケ歌唱映像に含まれる歌唱音声
及び前記カラオケ歌唱音声の中から、利用者により指定された複数の歌唱音声又はカラオ
ケ歌唱音声を特定し、
　前記録音録画データ抽出手段は、前記特定された複数の歌唱音声又はカラオケ歌唱音声
の歌唱態様種別と同一のカラオケ歌唱映像を抽出し、
　前記歌唱動画特定手段は、前記抽出された各カラオケ歌唱映像に含まれる歌唱動画の中
から利用者により指定された歌唱動画を含むカラオケ歌唱映像をそれぞれ特定し、
　前記録音録画データ再生手段は、前記利用者により特定された複数の歌唱音声又はカラ
オケ歌唱音声毎に、前記特定されたカラオケ歌唱映像の歌唱音声に代替して、当該複数の
カラオケ歌唱映像を同時に再生する、
ことを特徴とする請求項１に記載の歌唱音声に対応する歌唱動画選択システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歌唱音声に対応する歌唱動画選択システムに関するものであり、詳しくは、
カラオケ楽曲の演奏に伴い録音した歌唱音声のみからなるカラオケ歌唱音声と、カラオケ
楽曲の演奏に伴い録画した歌唱動画及び録音した歌唱音声からなるカラオケ歌唱映像とを
公開可能であり、既に公開されたカラオケ歌唱映像を視聴するためのシステムであって、
特に、利用者の所望に応じてカラオケ歌唱映像と共に出力する歌唱音声を指定可能とし、
当該歌唱音声に対応する歌唱動画を含むカラオケ歌唱映像の歌唱音声を、利用者が指定し
た歌唱音声に代替して再生可能なシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ネットワーク接続されたカラオケシステムには、動画共有システムとして、自らの歌唱
姿態及び歌唱音声を録画して公開する機能を有しているものがある。この動画共有システ
ムでは、予めメンバー登録した利用者がカラオケシステムにログインし、カラオケ歌唱映
像の録画を行い、録画したカラオケ歌唱映像をサーバにアップロードして公開することが
できる。
【０００３】
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　カラオケ歌唱映像を公開する技術として、所望する歌唱感を有する歌唱者を検索するこ
とができるカラオケ装置が開示されている（特許文献１参照）。この特許文献１に記載さ
れたカラオケ装置は、サーバ装置と接続されており、サーバ装置のＣＰＵが、通信部を介
して歌唱分析データを受信したことを検知すると、受信した歌唱分析データと歌唱分析デ
ータベース記憶領域に記憶された歌唱分析データとを比較して、その一致度に応じて、歌
唱分析データベース記憶領域から１以上の歌唱分析データを選択する。また、ＣＰＵは、
選択した歌唱分析データと対応する識別情報を歌唱分析データベース記憶領域から読み出
して、読み出した識別情報を、通信ネットワークを介してカラオケ装置に送信する。カラ
オケ装置のＣＰＵは、受信した識別情報が示す歌唱者を表示部に表示させる。
【０００４】
　また、複数の歌唱の動画コンテンツを組み合わせたコンテンツの創作に好適な動画コン
テンツを検索することができる動画コンテンツ検索装置に関する技術が開示されている（
特許文献２参照）。この特許文献２に記載された動画コンテンツ検索装置は、複数のカラ
オケユーザそれぞれの歌唱に係る動画コンテンツデータと、歌唱を行ったカラオケユーザ
を識別するためのユーザ識別情報と、動画コンテンツデータに対する評価内容を含む動画
評価情報を対応付けて記憶している。また、動画コンテンツ検索装置は、ユーザ識別情報
に対応するカラオケユーザの歌唱に対する評価内容を含む歌唱評価情報を対応付けたテー
ブルと、特定の動画評価情報及び歌唱評価情報を検索条件とする動画コンテンツデータの
検索要求を受信する受信手段と、受信手段にて検索要求を受信した場合、検索要求に係る
特定の動画評価情報及び歌唱評価情報並びにテーブルに基づいて、動画コンテンツデータ
を検索する検索手段とを備えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２５６６１８号公報
【特許文献２】特開２０１１－７５７０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述したように、現在のカラオケシステムでは、公開されているカラオケ歌唱映像を視
聴することができる。しかし、各カラオケ歌唱映像は、利用者の歌唱姿態を撮影した動画
データと、その歌唱音声等を録音した音声データとを組み合わせたものであり、任意の音
声データと任意の動画データとを組み合わせて出力することはできない。
【０００７】
　ところで、カラオケ歌唱映像を視聴する利用者の嗜好は人それぞれに相違しており、例
えば、カラオケ歌唱映像の歌唱音声は気に入ったが、その歌唱姿態は気に入らない場合が
あり、当該カラオケ歌唱映像を再生したとしても、視聴の楽しさを十分に味わうことがで
きないという場合があった。この点、同一の識別情報を有し、かつ同一の歌唱態様種別を
有するカラオケ楽曲について、複数のカラオケ歌唱映像が公開されている。さらに、同一
の識別情報を有し、かつ同一の歌唱態様種別を有するカラオケ楽曲について、カラオケ歌
唱音声のみを公開している場合もある。したがって、同一の識別情報を有し、かつ同一の
歌唱態様種別を有するカラオケ楽曲について、利用者が所望する歌唱音声と歌唱動画とを
組み合わせて再生することができれば、カラオケ歌唱映像を視聴する際の楽しさをより一
層高めることができる。
【０００８】
　本発明は、上述した事情に鑑み提案されたもので、公開された歌唱音声の中から利用者
が所望する歌唱音声を指定可能とし、さらに、利用者により指定された当該歌唱音声と共
に出力する歌唱動画を特定可能とすることにより、カラオケ歌唱映像を視聴する際の楽し
さを高めることが可能な歌唱音声に対応する歌唱動画選択システムを提供することを目的
とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の歌唱音声に対応する歌唱動画選択システムは、上述した目的を達成するために
提案されたもので、以下の特徴を有している。すなわち、本発明の歌唱音声に対応する歌
唱動画選択システムは、カラオケ楽曲の演奏に伴い録音した歌唱音声のみからなるカラオ
ケ歌唱音声と、カラオケ楽曲の演奏に伴い録画した歌唱動画及び録音した歌唱音声からな
るカラオケ歌唱映像とを公開可能であり、歌唱音声のうちのいずれか１つと、カラオケ歌
唱映像に含まれる歌唱動画のうちのいずれか１つとを同期させて再生可能なシステムであ
って、歌唱音声録音手段と、歌唱動画録画手段と、カラオケ歌唱映像生成手段と、歌唱態
様種別特定手段と、録音録画データ管理手段と、録音録画データ公開手段と、歌唱音声検
索手段と、歌唱音声データ特定手段と、録音録画データ抽出手段と、歌唱動画特定手段と
、録音録画データ再生手段とを備えたことを特徴とするものである。
【００１０】
　歌唱音声録音手段は、楽曲識別情報で特定されるカラオケ楽曲の演奏に伴う歌唱音声を
録音するための手段である。歌唱動画録画手段は、カラオケ楽曲の演奏に伴う利用者の歌
唱動画を録画するための手段である。カラオケ歌唱映像生成手段は、歌唱動画を録画した
場合に、当該歌唱動画及び同時に録音した歌唱音声を関連付けてカラオケ歌唱映像を生成
するための手段である。
【００１１】
　歌唱態様種別特定手段は、任意の利用者が歌唱音声を録音する際に、所定のリファレン
スデータとの比較に基づき、入力された音声について、少なくとも、男声パート及び女声
パートのいずれかを含む歌唱パート、Ａメロ、Ｂメロ、サビのいずれかを含む歌唱区間、
主旋律及びハモリパートのいずれかを含むボーカル種別、歌唱区間外の音声入力からなる
歌唱態様種別のいずれに該当するかを特定するための手段である。
【００１２】
　録音録画データ管理手段は、少なくとも、カラオケ楽曲の楽曲識別情報と、当該カラオ
ケ楽曲のカラオケ歌唱映像又はカラオケ歌唱音声と、特定された歌唱態様種別とを関連付
けて、録音録画データベースに登録して管理するための手段である。録音録画データ公開
手段は、少なくとも、録音録画データベースにて管理されているカラオケ楽曲の楽曲識別
情報及び歌唱態様種別を検索項目として、カラオケ歌唱映像及びカラオケ歌唱音声を検索
可能に公開するための手段である。
【００１３】
　歌唱音声検索手段は、公開されたカラオケ歌唱映像及びカラオケ歌唱音声の中から、利
用者により指定された楽曲識別情報と関連付けられたカラオケ歌唱映像及びカラオケ歌唱
音声を検索するための手段である。歌唱音声データ特定手段は、検索されたカラオケ歌唱
映像に含まれる歌唱音声及びカラオケ歌唱音声の中から、利用者により指定された歌唱音
声又はカラオケ歌唱音声を特定するための手段である。
【００１４】
　なお、歌唱音声とは、カラオケ楽曲の演奏に伴い録音した音声データ（録音データ）で
あり、この歌唱音声（録音データ）と、同時に録画した歌唱動画（録画データ）を一纏め
にすることによりカラオケ歌唱映像（カラオケ歌唱映像データ）が生成される。また、歌
唱動画（録画データ）と一纏めにされていない歌唱音声（録音データ）のみについては、
カラオケ歌唱音声と称している。
【００１５】
　録音録画データ抽出手段は、特定された歌唱音声又はカラオケ歌唱音声の歌唱態様種別
と同一のカラオケ歌唱映像を抽出するための手段である。歌唱動画特定手段は、抽出され
たカラオケ歌唱映像の中から利用者により指定されたカラオケ歌唱映像を特定するための
手段である。録音録画データ再生手段は、利用者により特定された歌唱音声又はカラオケ
歌唱音声を、特定されたカラオケ歌唱映像の歌唱音声に代替して、当該カラオケ歌唱映像
を再生するための手段である。
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【００１６】
　また、上述した構成に加えて、歌唱音声データ特定手段は、検索されたカラオケ歌唱映
像に含まれる歌唱音声及びカラオケ歌唱音声の中から、利用者により指定された複数の歌
唱音声又はカラオケ歌唱音声を特定するための手段として機能させることが可能である。
【００１７】
　この場合、録音録画データ抽出手段は、特定された複数の歌唱音声又はカラオケ歌唱音
声の歌唱態様種別と同一のカラオケ歌唱映像を抽出するための手段として機能する。歌唱
動画特定手段は、抽出された各カラオケ歌唱映像に含まれる歌唱動画の中から利用者によ
り指定された歌唱動画を含むカラオケ歌唱映像をそれぞれ特定するための手段として機能
する。録音録画データ再生手段は、利用者により特定された複数の歌唱音声又はカラオケ
歌唱音声毎に、特定されたカラオケ歌唱映像の歌唱音声に代替して、当該複数のカラオケ
歌唱映像を同時に再生するための手段として機能する。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の歌唱音声に対応する歌唱動画選択システムによれば、公開された歌唱音声の中
から、利用者が所望する歌唱音声を再生する際に、利用者が特定したカラオケ歌唱映像の
歌唱音声を歌唱者が指定した歌唱音声に代替することができる。したがって、例えば、公
開された歌唱音声が気に入っており、この歌唱音声に合わせてカラオケ歌唱映像の歌唱動
画（歌唱姿態）を再生したい場合に、利用者が気に入った歌唱音声と、歌唱動画とを組み
合わせて再生することにより、カラオケ歌唱映像を視聴する際の楽しさを高めることがで
きる。
【００１９】
　しかも、再生する歌唱音声と歌唱動画とは、男声パートや女声パート等の歌唱パート、
Ａメロ、Ｂメロ、サビ等の歌唱区間、主旋律やハモリパート等のボーカル種別、歌唱区間
外の音声入力等の歌唱態様種別が同一であるため、歌唱動画の歌唱者があたかも代替した
歌唱音声を発しているように見え、違和感なくカラオケ歌唱映像を視聴することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態に係る歌唱音声に対応する歌唱動画選択システムを適用したカ
ラオケ演奏端末の構成を示すブロック図。
【図２】録音録画データベースの構成を示す説明図。
【図３】歌唱動画選択画面の一例を示す模式図。
【図４】歌唱音声の再生に合わせて表示するカラオケ歌唱映像の一例を示す模式図。
【図５】歌唱音声の再生に合わせて表示するカラオケ歌唱映像の他の例を示す模式図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して、本発明の歌唱音声に対応する歌唱動画選択システム（以下、歌
唱動画選択システムと略記する）の実施形態について説明する。図１～図５は本発明の実
施形態に係る歌唱動画選択システムを示すもので、図１は歌唱動画選択システムを適用し
たカラオケ演奏端末の構成を示すブロック図、図２は録音録画データベースの構成を示す
説明図、図３は歌唱動画選択画面の一例を示す模式図、図４は一人の歌唱音声を再生する
場合のカラオケ歌唱映像を示す模式図、図５は二人の歌唱音声を再生する場合のカラオケ
歌唱映像を示す模式図である。
【００２２】
　＜システムの概要＞
　本発明の実施形態に係る歌唱動画選択システム１０は、カラオケ楽曲の演奏に伴い録音
した歌唱音声のみからなるカラオケ歌唱音声と、カラオケ楽曲の演奏に伴い録画した歌唱
動画及び録音した歌唱音声からなるカラオケ歌唱映像とを公開可能であり、歌唱音声のう
ちのいずれか１つと、カラオケ歌唱映像に含まれる歌唱動画のうちのいずれか１つとを同
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期させて再生可能なシステムである。
【００２３】
　さらに、録音された歌唱音声に基づいて、男声パートや女声パート等の歌唱パート、Ａ
メロ、Ｂメロ、サビ等の歌唱区間、主旋律やハモリパート等のボーカル種別、歌唱区間外
の音声入力等からなる歌唱態様種別を自動的に特定することができるように構成している
ため、特定した歌唱態様種別及びカラオケ楽曲の楽曲識別情報に基づいて、容易かつ確実
に、利用者が指定した歌唱音声と同一の歌唱態様種別及び楽曲識別情報を有するカラオケ
歌唱映像を探し出すことができるシステムとなっている。
【００２４】
　なお、以下の説明において、プログラムとは、ＲＡＭ等に記憶され、ＣＰＵ等のハード
ウェアで実行されることにより、その機能を発揮するソフトウェアだけではなく、同等の
機能を発揮することが可能な論理回路も含む概念である。
【００２５】
　本発明の実施形態に係る歌唱動画選択システム１０は、図１に示すように、歌唱音声録
音手段６１と、歌唱動画録画手段６２と、カラオケ歌唱映像生成手段６３と、歌唱態様種
別特定手段６４と、録音録画データ管理手段２３と、録音録画データ公開手段２４と、歌
唱音声検索手段６５と、歌唱音声データ特定手段６６と、録音録画データ抽出手段６７と
、歌唱動画特定手段６８と、録音録画データ再生手段６９とにより実現される。
【００２６】
　本発明の実施形態に係る歌唱動画選択システム１０は、図１に示すように、録音録画デ
ータ管理サーバ２０と複数のカラオケ演奏端末３０とが、ルータ７０及び通信ネットワー
ク（本実施形態では、インターネット４０）を介して相互に接続されている。通信ネット
ワークは、公衆電話回線、専用電話回線、光通信回線、ＬＡＮ等を用いることができるが
、ネットワークに対する第三者の侵入やデータの傍聴及び改竄が困難であるとともに、帯
域を独占せずに安価な通信網であるという点で、インターネット４０により構成されるＶ
ＰＮを利用することが好ましい。
【００２７】
　＜カラオケ演奏端末＞
　本発明の実施形態に係る歌唱動画選択システム１０を適用するカラオケ演奏端末３０は
、図１に示すように、カラオケ本体３１、スピーカ３２、マイクロホン３３、表示装置３
４、ビデオカメラ３５、ミキシングアンプ３６、カラオケリモコン装置３７を備えている
。
【００２８】
　＜カラオケリモコン装置＞
　カラオケリモコン装置３７は、ユーザインタフェース機能を備えており、カラオケ本体
３１のローカル送受信手段５６との間で有線方式又は無線方式によりデータの送受信を行
うようになっている。このカラオケリモコン装置３７は、楽曲検索手段３７ａ、楽曲索引
データベース３７ｂ、データ記憶部３７ｃ、入出力表示部３７ｄ、データの送受信を行う
ための電子回路及びプログラム（図示せず）を備えている。このカラオケリモコン装置３
７に付帯するスイッチ類や、入出力表示部３７ｄに表示される各種のアイコン等を操作す
ることにより、選曲操作等が行われる。
【００２９】
　＜楽曲検索手段／楽曲索引データベース＞
　楽曲検索手段３７ａは、利用者の指示に基づき、楽曲索引データベース３７ｂを参照し
て楽曲を検索するためのプログラムからなる。楽曲索引データベース３７ｂは、カラオケ
演奏端末３０で演奏に供されるカラオケ楽曲について、その属性情報を記述したデータベ
ースであり、例えば、楽曲番号・曲名・歌手名・歌い出し部分の歌詞・流行時期・音楽ジ
ャンル区分・演奏形態・デュエット曲など、種々の属性情報がこれに含まれている。楽曲
検索手段３７ａにより楽曲検索を行うとカラオケリモコン装置３７の入出力表示部３７ｄ
に、検索結果が一覧表示される。
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【００３０】
　＜データ記憶部＞
　データ記憶部３７ｃは、選曲予約の履歴等を記憶するための領域で、図示しないが、選
曲予約データ、選曲予約履歴データ等、各種のデータが記憶される。
【００３１】
　＜入出力表示部＞
　入出力表示部３７ｄは、例えば、タッチパネル式の液晶表示装置からなり、上述したよ
うに、楽曲検索手段３７ａにより検索を行う際の入力表示、検索結果の一覧表示、各種の
案内表示等を行うと共に、表示されるアイコン等を操作することにより、入力指示を行う
ことができる。
【００３２】
　＜マイクロホン／スピーカ＞
　マイクロホン３３は、歌唱音声の入力を行うための装置である。マイクロホン３３から
入力された歌唱音声信号は、ミキシングアンプ３６により、音楽再生制御手段５８から送
出される演奏音声信号とミキシングされると共に増幅され、スピーカ３２へ出力される。
なお、マイクロホン３３からの音声入力信号は、Ａ／Ｄコンバータ５９によりデジタル変
換されて、歌唱態様種別特定手段６４における歌唱態様種別の特定等に使用される。
【００３３】
　＜表示装置＞
　表示装置３４は、カラオケ楽曲に関連した背景映像や歌詞テロップ等を表示するための
装置で、例えば、液晶ディスプレイ等により構成される。
【００３４】
　＜カラオケ本体＞
　カラオケ本体３１は、図１に示すように、ネットワーク送受信手段５１、中央制御手段
５２、ＲＯＭ５３、ＲＡＭ５４、ＨＤＤ５５、ローカル送受信手段５６、予約管理手段５
７、音楽再生制御手段５８、Ａ／Ｄコンバータ５９、映像再生制御手段６０、歌唱音声録
音手段６１、歌唱動画録画手段６２、カラオケ歌唱映像生成手段６３、歌唱態様種別特定
手段６４、歌唱音声検索手段６５、歌唱音声データ特定手段６６、録音録画データ抽出手
段６７、歌唱動画特定手段６８、録音録画データ再生手段６９を備えている。
【００３５】
　＜中央制御手段＞
　中央制御手段５２は、カラオケ本体３１を総合的に制御するための手段であり、例えば
ＣＰＵ及びその周辺機器により構成されており、ＣＰＵ等がＲＯＭ５３等に記憶されたプ
ログラムに従って動作することにより、制御機能を発揮することができるようになってい
る。
【００３６】
　＜ＲＯＭ／ＲＡＭ＞
　ＲＯＭ５３は、カラオケ本体３１を構成する各機器を制御するためのプログラムデータ
や数値データを記憶するための機器で、例えば半導体メモリ等で構成される。また、ＲＡ
Ｍ５４は、プログラムや各種データを一時的に記憶する一時記憶領域として機能するもの
で、例えば半導体メモリ等で構成される。なお、物理的な半導体メモリによりＲＡＭ５４
を構成するのではなく、ハードディスク記憶装置等を用いて仮想的なＲＡＭ５４を構成し
てもよい。本実施形態では、ＲＡＭ５４に予約待ち行列５４ａが記憶されるようになって
いる。この予約待ち行列５４ａは、選曲予約されたカラオケ楽曲について、演奏順に楽曲
ＩＤを並べて構成されたデータテーブルであり、選曲者の利用者ＩＤ等、他の識別データ
が紐付けられている場合もある。
【００３７】
　＜ＨＤＤ＞
　ＨＤＤ５５は、大容量記憶装置として機能するもので、楽曲データベース５５ａ、映像
データベース５５ｂ、カラオケ歌唱映像データ５５ｃ、歌唱音声データ５５ｄが格納され
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ている。なお、ＨＤＤ５５に替えて、あるいはＨＤＤ５５と共に、データを書き替え可能
なＤＶＤ等の大容量記憶装置を用いてもよい。
【００３８】
　＜楽曲データベース／映像データベース＞
　楽曲データベース５５ａは、複数のカラオケ楽曲について、演奏データ及び歌詞描出デ
ータが同期されて構成される楽曲データについて、楽曲ＩＤと対応付けてそれぞれ構成さ
れたデータベースである。歌詞描出データは演奏に同期した歌詞文字の表示タイミングデ
ータ及び色変わりデータを含んでいる。映像データベース５５ｂは、演奏されるカラオケ
楽曲に対応した背景映像を、当該カラオケ楽曲の楽曲ＩＤに対応させた映像ファイルとし
て所定数格納したデータベースである。
【００３９】
　＜カラオケ歌唱映像データ／歌唱音声データ＞
　カラオケ歌唱映像データ５５ｃは、カラオケ歌唱映像生成手段６３により生成したカラ
オケ歌唱映像のデータである。歌唱音声データ５５ｄは、歌唱音声録音手段６１により録
音されたカラオケ歌唱の音声データである。
【００４０】
　＜送受信手段＞
　ローカル送受信手段５６は、カラオケ本体３１とカラオケリモコン装置３７との間で、
データの送受信を行うための電子回路及びプログラムからなる。本実施形態では、赤外線
通信により、カラオケ本体３１とカラオケリモコン装置３７との間でデータの送受信が行
われる。ネットワーク送受信手段５１は、カラオケ本体３１と録音録画データ管理サーバ
２０との間で、データの送受信を行うための電子回路及びプログラムからなる。
【００４１】
　＜予約管理手段＞
　予約管理手段５７は、楽曲検索手段３７ａの機能を用いて検索され、選曲予約された楽
曲ＩＤを演奏順に並べて予約待ち行列５４ａを生成し、この予約待ち行列５４ａをＲＡＭ
５４に格納して管理するためのプログラムからなる。
【００４２】
　＜音楽再生制御手段＞
　音楽再生制御手段５８は、楽曲ＩＤや歌唱態様種別に基づいて楽曲データベース５５ａ
から抽出された演奏データを、ミキシングアンプ３６に出力するための電子回路からなる
。なお、演奏データがＭＩＤＩ規格の演奏制御データである場合には、この演奏制御デー
タに基づいて、音源データをデジタル再生すると共にアナログ変換してミキシングアンプ
３６に出力する。上述したように、ミキシングアンプ３６は、マイクロホン３３から入力
された歌唱者の歌唱音声信号と、音楽再生制御手段５８から送出される演奏音声信号とを
ミキシングすると共に、アンプ機能により増幅してスピーカ３２より出力させるための装
置である。
【００４３】
　＜映像再生制御手段＞
　映像再生制御手段６０は、カラオケ楽曲の演奏中に、映像データベース５５ｂから抽出
した背景映像データと、演奏データに含まれる歌詞描出データに基づく歌詞文字とを、当
該カラオケ楽曲の演奏データに同期させて表示装置３４に出力するためのプログラムから
なる。
【００４４】
　＜歌唱音声録音手段＞
　歌唱音声録音手段６１は、楽曲識別情報で特定されるカラオケ楽曲の演奏に伴う歌唱音
声を録音するためのプログラムからなる。すなわち、歌唱音声録音手段６１は、カラオケ
楽曲が演奏される際に、マイクロホン３３から入力される歌唱音声を録音する。なお、歌
唱音声には、歌唱区間において利用者が歌唱した音声と、歌唱区間外において利用者が発
した合いの手等の音声を含んでいる。
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【００４５】
　＜歌唱動画録画手段＞
　歌唱動画録画手段６２は、楽曲識別情報で特定されるカラオケ楽曲の演奏に伴う利用者
の歌唱動画を録画するためのプログラムからなる。すなわち、歌唱動画録画手段６２は、
ビデオカメラ３５から入力される映像信号を受信して、歌唱動画の録画を行う。
【００４６】
　ビデオカメラ３５は、利用者の歌唱姿態を撮影するための装置であり、撮像レンズ及び
撮像素子を主要な構成要素とし、フォーカシング機構、ズーム機構、パン・チルト機構等
を備えていてもよい。ビデオカメラ３５で撮影が行われると、映像信号（ビデオ信号）が
歌唱動画録画手段６２に入力される。
【００４７】
　＜カラオケ歌唱映像生成手段＞
　カラオケ歌唱映像生成手段６３は、歌唱動画を録画した場合に、当該歌唱動画及び同時
に録音した歌唱音声を関連付けてカラオケ歌唱映像を生成するためのプログラムからなる
。なお、歌唱音声録音手段６１と歌唱動画録画手段６２とを一つの手段として構成し、音
声と歌唱動画とが結合したファイルを作成してもよい。
【００４８】
　＜歌唱態様種別特定手段＞
　歌唱態様種別特定手段６４は、任意の利用者が歌唱音声を録音する際に、所定のリファ
レンスデータとの比較に基づき、入力された音声について、少なくとも、男声パートや女
声パート等の歌唱パート、Ａメロ、Ｂメロ、サビ等の歌唱区間、主旋律やハモリパート等
のボーカル種別、歌唱区間外の音声入力等からなる歌唱態様種別のいずれに該当するかを
特定するためのプログラムからなる。すなわち、歌唱態様種別特定手段６４は、Ａ／Ｄコ
ンバータ５９を介して入力された歌唱音声を分析して、カラオケ楽曲の演奏に伴う歌唱位
置、男声パートや女声パート等の歌唱パート、Ａメロ、Ｂメロ、サビ等の歌唱区間、主旋
律やハモリパート等のボーカル種別、歌唱区間外の音声入力（例えば、合いの手）等を特
定し、歌唱態様種別を付与する。
【００４９】
　＜歌唱音声検索手段＞
　歌唱音声検索手段６５は、公開されたカラオケ歌唱映像及びカラオケ歌唱音声の中から
、利用者により指定された楽曲識別情報と関連付けられたカラオケ歌唱映像及びカラオケ
歌唱音声を検索するためのプログラムからなる。すなわち、歌唱音声検索手段６５は、録
音録画データ公開手段２４により公開されているカラオケ歌唱映像及びカラオケ歌唱音声
の中から、利用者が所望の歌唱音声を検索するための機能を有しており、利用者の所望に
応じて指定された楽曲識別情報に基づいて、該当する歌唱音声を検索することができる。
【００５０】
　＜歌唱音声データ特定手段＞
　歌唱音声データ特定手段６６は、歌唱音声検索手段６５により検索されたカラオケ歌唱
映像に含まれる歌唱音声及びカラオケ歌唱音声の中から、利用者により指定された歌唱音
声又はカラオケ歌唱音声を特定するためのプログラムからなる。歌唱音声データ特定手段
６６は、例えば、カラオケリモコン装置３７を利用した利用者の指定（表示された録音デ
ータ表示のクリック等）に基づいて、利用者が所望する歌唱音声又はカラオケ歌唱音声を
特定する。
【００５１】
　また、複数のカラオケ歌唱映像について、歌唱音声をそれぞれ他の歌唱音声に代替して
再生する場合には、歌唱音声データ特定手段６６は、歌唱音声検索手段６５により検索さ
れたカラオケ歌唱映像に含まれる歌唱音声及びカラオケ歌唱音声の中から、利用者により
指定された複数の歌唱音声又はカラオケ歌唱音声を特定するように機能させてもよい。
【００５２】
　＜録音録画データ抽出手段＞
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　録音録画データ抽出手段６７は、特定された歌唱音声又はカラオケ歌唱音声の歌唱態様
種別と同一のカラオケ歌唱映像を抽出するためのプログラムからなる。すなわち、録音録
画データ抽出手段６７は、録音録画データ管理サーバ２０にアクセスし、例えば、カラオ
ケリモコン装置３７の表示画面の操作に応じて、特定された歌唱音声又はカラオケ歌唱音
声の歌唱態様種別と同一のカラオケ歌唱映像を抽出する。
【００５３】
　カラオケ歌唱映像の抽出は、インターネット４０を介してネットワーク接続された利用
者のパーソナルコンピュータ（図示せず）の機能により行ってもよい。この場合には、利
用者のパーソナルコンピュータに録音録画データ抽出手段６７としての機能を持たせ、イ
ンターネット４０を介して録音録画データ管理サーバ２０に接続することにより、特定さ
れた歌唱音声又はカラオケ歌唱音声の歌唱態様種別と同一のカラオケ歌唱映像を抽出する
ことができる。また、抽出した歌唱音声のデータＩＤを２次元バーコードとしてパーソナ
ルコンピュータに付帯した表示装置の表示画面に表示し、当該２次元バーコードをパーソ
ナル携帯端末（例えば、携帯電話やスマートフォン）の読取機能を用いて読み取って記憶
させることができる。これにより、カラオケ店等において、パーソナル携帯端末の選曲予
約機能を用いて、記憶したデータＩＤを有するカラオケ歌唱映像を抽出することができる
。
【００５４】
　また、複数のカラオケ歌唱映像について、歌唱音声をそれぞれ他の歌唱音声に代替して
再生する場合には、録音録画データ抽出手段６７は、特定された複数の歌唱音声又はカラ
オケ歌唱音声の歌唱態様種別と同一のカラオケ歌唱映像を抽出するように機能させてもよ
い。
【００５５】
　＜歌唱動画特定手段＞
　歌唱動画特定手段６８は、抽出されたカラオケ歌唱映像の中から利用者により指定され
たカラオケ歌唱映像を特定するためのプログラムからなる。すなわち、歌唱動画特定手段
６８は、録音録画データ管理サーバ２０にアクセスし、利用者により指定されたカラオケ
歌唱映像を特定する。このカラオケ歌唱映像の歌唱音声を、利用者が特定した歌唱音声に
代替して再生することになる。
【００５６】
　また、複数のカラオケ歌唱映像について、歌唱音声をそれぞれ他の歌唱音声に代替して
再生する場合には、歌唱動画特定手段６８は、抽出された各カラオケ歌唱映像に含まれる
歌唱動画の中から利用者により指定された歌唱動画を含むカラオケ歌唱映像を、それぞれ
特定するように機能する。
【００５７】
　＜録音録画データ再生手段＞
　録音録画データ再生手段６９は、利用者により指定された歌唱音声を、歌唱動画特定手
段６８により特定されたカラオケ歌唱映像の歌唱音声に代替して、当該カラオケ歌唱映像
を再生するためのプログラムからなる。
【００５８】
　また、複数のカラオケ歌唱映像について、歌唱音声をそれぞれ他の歌唱音声に代替して
再生する場合には、録音録画データ再生手段６９は、利用者により特定された複数の歌唱
音声又はカラオケ歌唱音声毎に、特定されたカラオケ歌唱映像の歌唱音声に代替して、当
該複数のカラオケ歌唱映像を同時に再生するように機能する。
【００５９】
　図３及び図４に示す例では、再生するカラオケ歌唱映像の歌唱動画として、利用者によ
りデータＩＤ「０００２」の録音データ「Ｖ＊＊＊＊２」が特定された場合に、同時に再
生する歌唱動画としてデータＩＤ「０００３」の録画データ「Ｍ＊＊＊＊３」が選択され
た状態を示している。この例では、データＩＤ「０００３」の録画データ「Ｍ＊＊＊＊３
」を表示装置３４に表示すると共に、スピーカ３２から代替する歌唱音声として、データ
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ＩＤ「０００２」の録音データ「Ｖ＊＊＊＊２」を出力することになる。
【００６０】
　図５に示す例は、再生する歌唱音声が２つ指定された場合を示すもので、特定された各
カラオケ歌唱映像の歌唱動画を表示装置３４に表示すると共に、各カラオケ歌唱映像の歌
唱音声に代替して、利用者が指定した歌唱音声をスピーカ３２から出力をすることになる
。
【００６１】
　なお、録音録画データ管理サーバ２０に、歌唱音声検索手段６５、歌唱音声データ特定
手段６６、録音録画データ抽出手段６７、歌唱動画特定手段６８、録音録画データ再生手
段６９の機能を持たせ、インターネット４０を介して録音録画データ管理サーバ２０に接
続された利用者のパーソナルコンピュータ（図示せず）において、特定されたカラオケ歌
唱映像の歌唱動画を表示すると共に、当該カラオケ歌唱映像の歌唱音声を、利用者により
指定された歌唱音声に代替してスピーカ（図示せず）から出力してもよい。
【００６２】
　さらに、インターネット４０を介して録音録画データ管理サーバ２０に接続された利用
者のパーソナルコンピュータに、歌唱音声検索手段６５、録音録画データ抽出手段６７、
歌唱動画特定手段６８、録音録画データ再生手段６９の機能を持たせ、同様の処理を行っ
てもよい。
【００６３】
　＜録音録画データ管理サーバ＞
　録音録画データ管理サーバ２０は、カラオケ歌唱映像や歌唱音声を格納して公開するた
めのサーバで、カラオケ歌唱映像や歌唱音声を格納するＨＤＤ等の記憶手段（図示せず）
、サーバ制御手段２１、送受信手段２２、録音録画データ管理手段２３、録音録画データ
公開手段２４、録音録画データベース２５を備えている。なお、カラオケ歌唱映像や歌唱
音声を管理するための専用の録音録画データ管理サーバ２０を備えるのではなく、他のサ
ーバに録音録画データ管理サーバ２０の機能を兼ね備えさせてもよい。また、仮想化技術
により、一つのサーバを複数の機能を有するサーバとして機能させ、仮想化サーバの一つ
として録音録画データ管理サーバ２０を構築することができる。
【００６４】
　＜サーバ制御手段／送受信手段＞
　サーバ制御手段２１は、録音録画データ管理サーバ２０を統括的に制御するための手段
であり、ＣＰＵ及びその周辺機器を含んで構成され、ＣＰＵ等がＲＯＭ等に格納されたプ
ログラムに従って動作することにより制御機能を発揮するようになっている。送受信手段
２２は、各カラオケ演奏端末３０との間で、カラオケ歌唱映像や歌唱音声等の各種データ
の送受信を行うための手段であり、通信ネットワーク（インターネット４０）における通
信方式の整合性を保つための通信回路やプログラムにより構成される。
【００６５】
　＜録音録画データ管理手段＞
　録音録画データ管理手段２３は、少なくとも、カラオケ楽曲の楽曲識別情報（例えば、
楽曲名や楽曲ＩＤ）と、当該カラオケ楽曲のカラオケ歌唱映像又はカラオケ歌唱音声と、
特定された歌唱態様種別とを関連付けて、録音録画データベース２５に登録して管理する
ためのプログラムからなる。録音録画データベース２５は、図２に示すように、例えば、
録音録画データを識別するためのデータＩＤ、楽曲名、歌唱態様種別、録画データＩＤ、
録音データＩＤ、利用者ＩＤ等が関連付けて構成されている。さらに、録音録画データベ
ース２５の構成データとして、利用者のハンドルネーム、録音録画日時、利用者の性別、
アーティスト名、作曲者名等を含んでいてもよい。
【００６６】
　＜録音録画データ公開手段＞
　録音録画データ公開手段２４は、少なくとも、録音録画データベース２５にて管理され
ているカラオケ楽曲の楽曲識別情報及び歌唱態様種別を検索項目として、カラオケ歌唱映
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像及びカラオケ歌唱音声を検索可能に公開するためのプログラムからなる。すなわち、録
音録画データ公開手段２４は、カラオケ演奏端末３０で生成したカラオケ歌唱映像又は歌
唱音声を、所定の記憶領域（例えば、ＨＤＤ等）に格納して管理する。
【００６７】
　上述したように、公開されたカラオケ歌唱映像及び歌唱音声の検索及び抽出は、例えば
、カラオケ演奏端末３０の機能として実施してもよいし、インターネット４０を介してネ
ットワーク接続された利用者のパーソナルコンピュータ（図示せず）の機能として実施し
てもよい。この場合には、インターネット４０を介して、利用者のパーソナルコンピュー
タを録音録画データ管理サーバ２０に接続することにより、所望のカラオケ歌唱映像及び
歌唱音声を検索して抽出することができる。
【００６８】
　＜他の実施形態＞
　本発明の歌唱動画選択システム１０及びその周辺装置を構成する機器や手段は上述した
ものに限定されず、その利用目的に応じて、必要な機器や手段のみの構成としたり、適宜
他の機器や手段を付加したりすることができる。また、各手段をそれぞれ別個のものとし
て構成するのではなく、複数の機能を統合した手段として構成してもよい。さらに、ネッ
トワークを介して複数のカラオケ演奏端末３０を接続するのではなく、一つの店舗内にお
いて、ＬＡＮ接続された複数のカラオケ演奏端末３０と、当該店舗内に設置された録音録
画データ管理サーバ２０とを利用して、歌唱動画選択システム１０を構成してもよい。
【符号の説明】
【００６９】
　　１０　歌唱動画選択システム
　　２０　録音録画データ管理サーバ
　　２１　サーバ制御手段
　　２２　送受信手段
　　２３　録音録画データ管理手段
　　２４　録音録画データ公開手段
　　２５　録音録画データベース
　　３０　カラオケ演奏端末
　　３１　カラオケ本体
　　３２　スピーカ
　　３３　マイクロホン
　　３４　表示装置
　　３５　ビデオカメラ
　　３６　ミキシングアンプ
　　３７　カラオケリモコン装置
　　３７ａ　楽曲検索手段
　　３７ｂ　楽曲索引データベース
　　３７ｃ　データ記憶部
　　３７ｄ　入出力表示部
　　４０　インターネット
　　５１　ネットワーク送受信手段
　　５２　中央制御手段
　　５３　ＲＯＭ
　　５４　ＲＡＭ
　　５４ａ　予約待ち行列
　　５５　ＨＤＤ
　　５５ａ　楽曲データベース
　　５５ｂ　映像データベース
　　５５ｃ　カラオケ歌唱映像データ
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　　５５ｄ　歌唱音声データ
　　５６　ローカル送受信手段
　　５７　予約管理手段
　　５８　音楽再生制御手段
　　５９　Ａ／Ｄコンバータ
　　６０　映像再生制御手段
　　６１　歌唱音声録音手段
　　６２　歌唱動画録画手段
　　６３　カラオケ歌唱映像生成手段
　　６４　歌唱態様種別特定手段
　　６５　歌唱音声検索手段
　　６６　歌唱音声データ特定手段
　　６７　録音録画データ抽出手段
　　６８　歌唱動画特定手段
　　６９　録音録画データ再生手段
　　７０　ルータ

【図１】 【図２】
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